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～認知症の母が教えてくれたこと～
支える側が支えられるとき

藤川　幸之助 氏
場所

令和7年度　認知症支援講座

　情報社会のいま、認知症の知識を学ぶ場はたくさんあります。
ご本人はもちろん、ご家族や周囲の人も知識を身につけたうえで
「これでいいのかな…」と悩むこともあるのではないでしょうか？

「認知症の人」ではなく、誰とも代わることのできない
「わたし」と「あなた」。

教科書ではない実体験から生まれたお話に心を動かされた
認知症地域支援推進員より皆さまにも是非聴いていただけたら…と
「詩人・藤川幸之助先生」を宮崎市にお招きいたしました。
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問合せ
宮崎市認知症地域支援推進員　

南エリア担当 鷹取

写真：長崎新聞社
講師

■詩人・児童文学作家。日本児童文
学者協会会員。
■1962年生。長崎大学大学院教育学
研究科修了。
■小学校の教師を経て、現在は認知
症の母親の介護の経験をもとに、命
や認知症を題材にした作品を作り続
けている。また、認知症への理解を
深めるため全国各地で講演活動を行
い、詩の朗読を交えた講演は好評を
博し講演回数は500回を超える。作品
や活動は、「天声人語」などの多くの
新聞やNHKハートネットTVなどのメ
ディアでも取り上げられている。

右の二次元コード、または裏面記載
のFAX申込書にてお申込みください

オルブライトホール
宮崎市民プラザ

令和8年2月20日まで申込期限

参加費無料
（火）３月３日

令和８年 １３：３０～１５：３０
１２：３０～　　受付

定員　３００名



宮崎市民プラザ

※本研修は、宮崎市の委託を受けた宮崎市認知症地域支援推進員が、認知症になっても
望む暮らしが継続できる支援体制構築を目指して開催するものです。
いただいた個人情報は、本研修会の運営にのみ使用させていただきます。

（１枚につき５名）

令和7年度　認知症支援講座

【備考】

FAX用申込書　
FAX番号 (0985)-63-5311　

参加者氏名
専門職として参加する方は

配属先を記載してください。電 話 番 号

会場へのアクセス
宮崎市橘通り
西1丁目1番2号

バス

橘通り1丁目バス停　下車(徒歩3分)

　併設の地下駐車場(有料)があります
が、確保は致しかねます。
　松橋駐車場や第5駐車場、市役所南側
河川敷駐車場もご利用いただけますが、
台数に限りがありますので乗り合わせや
交通機関でのご来場にご協力をお願い致
します。

※混み合うことが予想されますので、
時間に余裕をもってお越しください

フリガナ

車


